
5.採種林の施業法の改善

⑴スギ採種林の造成

⑵アカエゾマッ採琢林の造成

(1)スギ涂称林の适成絞関する試技

1.試験担当者
本埸龄部造林宥長 沢 聡姓 ほか

" 種子研究室長 洩 川 a痣 なか

北海道支場育秒研究室艮 敌 岛 惇一郎 ほか

2•試験目的
採種;林の結実步を増大し,タネの品段を向上するための施契方法を陆立する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

。スギ採種林の造成

計画忙したがって,結実促進処理,炖を実施し,第】回の結実詛秀を行左った.えられ

た結果は,次のとおりである。

⑴ 各区の酒秀木の結実はきわめて少ないが,無処理区に比殷して強度碰開区で結実してい 

る澱:が多いといえそうである。

(2)結央促進処理木の結実状況

環状剝皮木:無処理のものK くらべれば,結兌なは多いが,ジベレリン処理にくらべる 

とはるかに効果が少ない,処理区間では弱瓯动㈱区で効架カはり少ないといえそうである。 

ジベレリン処理木:!ブUックの强Iも 舞既!敦開区の一却iて処理したカ:,溶液,ラノリン 

の何れは上る施用もいちじるしい効果を示した。淡開程岐のちカMはほとんどないといえ 

そうであり,单木の平均整子生産任は,なよそ9U°;!であっえ.

すべて(について,能把・無於!肥区問ははちがいがみとめられなかった。

。アカエゾマッ採穂林の造成

殖花状況の調登からは,各試験区とも差はみとめられまい。

4.昭和4 6年度の試験計画

〇スギ採稀林

5充中旬
6月下句〜7月上旬

1〇月中句

1U月下旬〜3月下旬 

〇アカエゾマッ採稲林

着花状況の調在

春施肥,褒状剝皮

ジベレリン処理

結実誇;登(13 2本)•秋犯肥 

球果の測定,タネの約製,品質通X
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6 .造林機械の改良試験

1.試験担当者
本場機城化部機械科長 山脇三平ほか

2•試験目的
木材溯 大にとも左い再造林いわゆる拡大造林の姑 もつよく実行されてはいるが,中 

急斜地森林地書の再造林にはそれを実行するに必要な労劭力を斑保することが,年々困宠にな 

ってさている。このような中～急顷斜林地においては,林斐革睹を道入して育林作業を史行で 

きるように林地斜面忙階段エを作設して造林する新技術が台頭してきている。この新技術の中 

〜験侦斜林地にむける造林技術上の要請にも乏合した横械化手法の改良開発ならぴにそれにX 
る省力効果等について硏究をすすめこの稿の援披イ版術の可能性に圆する基礎資料の蒯をは 

からんとするものである。

3. 昭和4 5年度の経過と丸られた結果

階段造林作栗の機械化に関して,職«14 4年変5 ～ 7 tonクラスプルト•ーザーによる広巾隋 

段造林の広巾階段作設性慮,沼和4 5年底1t onバックホウ忙よる號巾隋段造林の关巾階段作 

没性腿について,前橋局お、よぴ東京局管内で作業性徒に検闵をくわえ,前者は2 U°以上2 8° 
裡鹿の中傾個林地・,後者は2 8°以上の急価斜林地の檢找イ瞄:方策に有効なるー手段であるこ 

とをたしかめることができた〇

さら(て咋今良材生産のため機械化を必要とされている枝打ち作業について,比茨的容易に実 

行できるとおもわれる携帝用背負式ガソ、｝ン発宛极を酔力源としたニ鱼育式伸鞋句在長柄の先 

端|てついた丸鋸を使用する一人用飲カ枝打ち檢を考案した〇これは,実用新案勞許に値するも 

のとみとめ•玖在特許申請手伝き中である。

4. 昭和4 6年度の試験計画

前年度考案試作せる一人用動力枝打ち橋は現在総正も;:約13町であるので,•ー縮の強段化を 

めざした試作をうこなうほか,試作槌(てついて,現地になける作業性能武強を実均する,

さら田,急な济｝林地に時ける选林作莢の會力极械化(C必要な,!人用〜小形可繼痢林橙援 

の改良％案をおこない.この試作機についても実顔林炮で,その极板性能および作剿生底に検 

时をくわえるものである。


